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　陽光を浴びて黄金色に輝く麦の収
穫の真っ盛り、まさに麦秋。
　田畑のあぜ道や川土手には勢いよ
く伸びた雑草の中に色とりどりの花
がひっそりと、しかし力強く咲き乱
れている。
　雑草という名の植物は無いのだが、
人間にとっては厄介なのでそう呼ぶ
のか。この時期いつもその雑草と格
闘している。それらの色鮮やかな花々
には虫や蝶々が群がって命の糧を授
かっているのにである。

　先月の居合道部総会で各委員会
の活動報告や新年度の目標が発表
された。
　地域稽古会、初心者体験教室、剣
道大会等での居合道演武、ホーム
ページでの道場訪問、会員の声等、
日本一と自画自賛したくなるよう
な活発な活動が展開されている一
方、全会員の詳細なデータを集計
してみて愕然とする事実にも直面
する。
　ここ数年間若い世代の会員数激
減の現実である。

　以前にも述べたが、各種の活動は
それ自体が目的ではない。あくま
でも会員拡大のための施策である。
今は日本一の石垣作りに励んでい



るが、目的はその上に天下一の天守
閣を築城することである。
　立派な石垣を作っているからと自
己満足などしている時期ではないの
である。
　道場訪問や会員の声を通じて各団
体にはいろんな目的があることが分
かった。全日本の選手を輩出して日
本一になりたい団体、７段、８段と
上を目指している団体、親睦を主体
にしながら時々神社等の奉納演武を
神聖な気持ちで立派に出来るように

と励んでいる団体、剣道等他武道
の役に立つからと修練している団
体等である。
　どれもこれも立派な目的だと思
う。願わくば、それぞれの目的に
向かった活動の中で、新規の会員
獲得につながるような努力もして
いただきたいのである。
　居合道修行の目的は人それぞれ
だが、居合道が自分の人生の何ら
かの勇気、支えや励みになってく
れたら、そしてそれが我知らずに
ほかの人々にも広がっていけたら、
これ以上の喜びはない。
　名も知れぬ雑草でさえ精一杯、己
の命を次世代に繋げる営みをしな
がら、他種の命のお役に立ってい
るのだから。
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主　な　活　動

６・７月の予定

５月２−５日　	 第 113 回全日本剣道演武大会　	 京都市

５月１４日		  居合道部理事会・総会			   クリエイト篠栗

６月４日　	 　	 福岡県居合道講習会及び称号講習・級審査　	
									         アクシオン福岡

６月１７日		  福岡県剣道連盟　総会			   八仙閣

６月２５日		  第５０回福岡県居合道大会		  福岡武道館

６月３０日		  居合道６・7 段審査会			   大阪府

７月１−２日	 居合道地区講習会				   大阪府



歴史・日本刀・お城が大好きで入門
正修館道場　居合道３級　中村光利くん（９歳）

　今年の県大会は少年の部でエントリーしている中村君にインタビューしまし
た。
　目標は？と聞くと、少しはにかみながら、優勝と答えてくれました。
　使用している刀の長さは１尺８寸で、制定１２本は全部抜けるように稽古して
おります。
　　入門のきっかけは、刀や甲冑が大好き、城が好きで、歴史大好き、有名どこ
ろの城の城主などを覚えています。城巡りも頻繁に行くそうで、熊本、島原、唐
津、姫路、大阪にまで足を伸ばしたそうです。
　習い事は剣道杖道経験はなく、居合道とスイミングを習っているとのこと。業
前も熱心に稽古していて、樋口先生にぴったりとマンツーマンで指導を受けてい
て、「上手くなるはずだ」と感心しました。特に切りつけや納刀など要所要所が
よくできていて、とても始めて１年とは思えない上達ぶりでした。今度の試合で
はみなさんぜひご注目ください。

福岡県八女市本町 460
稽古日
火曜日 20：30 ～ 22：00
金曜日 20：30 ～ 22：00

正修館道場 Information



正修館道場（八女）
　今回は八女市の正修館道場にお邪魔しました。
　樋口先生の経営する「樋口武道具店」の 2 階にある私設の道場で、現在責任者
は樋口先生から和泉先生へ継承されておられます。
　お邪魔した時は別メニューで少年を樋口先生が、他有段者を和泉先生が指導さ
れておられました。
　八女の道場はもともと樋口先生が立ち上げられたという最も伝統ある道場の一
つで、八段の小田先生も「若い頃からずっと折に触れては、樋口先生にご指導頂
いている。」と言われています。
　また、現在継承されている和泉先生も教士七段で福岡を代表する先生で、その
DNA は脈々と受け継がれています。
　また特筆するのは「インドネシア」に正修館道場の分室があり、交流を深めて
いることで、現地には軍関係者なども多く在籍されておられ、まさに国際交流の
レベルで指導されておられます。
　日本の伝統の武道を遠く海外（インドネシア）にまで発展されておられるのに
は畏敬の念を抱かずにはいられません。
　樋口先生は御歳８０歳で、毎朝ジョギング４km、毎日杖の稽古をし、居合の
稽古をつけ、実年齢よりはるかにお若く、風邪一つ引くことなくご健康だそうで
す。
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宗像居合道同好会
　去る４月２日（土曜日）、平成２９年度宗像大社奉納剣道大会（会場：玄海中
学校体育館）において、宗像居合道同好会による奉納居合を実施いたしました。
この奉納居合は過去２５年以上にわたって行われているものです。
　今年度の宗像大社奉納剣道大会には、福岡連合地区、宗像剣道連盟（会長：吉
武　宏先生）に所属する２０数団体約 300 人（小・中学生）で行われました。
　奉納居合の参加者は１４名で、吉武宏先生（宗像居合道同好会前会長）立会い
の元、全剣連居合５本（前、後、受け流し、袈裟斬り、諸手突き）を奉納しました。
参加会員の中から３名が代表で、巻藁を切り落としました。（１本目：前・３本目：
受け流し・５本目：袈裟斬りの各１回づつ）
　参加者の中からどよめきが出たのが印象的でした。
　宗像居合道同好会は、１年間の成果を奉納させていただくと同時に、奉納居合
を通じて宗像地区の皆さんに、居合道の存在や、居合への興味を持っていただけ
ることを願い、この大会に参加させていただいております。

宗像居合道同好会　会長　掛水伸一

平成２９年度宗像大社奉納居合実施について


